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経営健全化計画の履行状況

三井住友銀行は、平成11年3月の公的資金による優

先株式発行に伴い、｢経営の健全化のための計画｣(以下、

経営健全化計画)を策定し、業務の再構築や経営の合理化

を実施し、競争力・収益力の向上に努めています。なお、

三井住友銀行が受け入れていた公的資金については、株式

移転により三井住友フィナンシャルグループが新たに発行

する優先株式により、当社が受け入れています。

平成14年度における三井住友銀行の経営健全化計画の

履行状況は、以下のとおりです。

収益計画

業務粗利益は、円金利や米ドル金利等の動向をとらえた

ALM運営が奏効し、トレジャリー収益が好調に推移した

こと等により、1兆7,606億円と計画値（1兆5,000

億円）を2,606億円上回る結果となりました。経費につ

いては、人員の削減や賞与ファンドの追加削減を実施した

ことに加え、国内店舗統合の早期実現や事務合理化の推進

等により、6,470億円と合併した旧わかしお銀行の経費

81億円合算後で計画値を30億円上回る削減を実現しま

した。この結果、業務純益（一般貸倒引当金繰入前）は1

兆1,136億円と計画値を2,636億円上回りました。

しかしながら、①積極的な不良債権処理により貸倒償却

引当費用が1兆 745億円と計画値（5,000億円）を

5,745億円上回ったこと、②計画策定時の想定を上回る

大幅な環境悪化により株式等関係損益が6,357億円の損

失と計画値（700億円の損失）を5,657億円上回った

ことから当期利益は4,783億円の損失と計画値（800

億円の利益）を下回る結果となりました。

今後は、バランスシートのクリーンアップによる財務基

盤の強化や業務改革・リストラ等による収益力強化を通じ、

公的資金の返済原資である剰余金の積み上げを図っていき

ます。

経営合理化

平成15年3月末の従業員数は24,024名となりまし

たが、わかしお銀行との合併による増加要因を控除した従

業員数は23,401名と計画値（23,500名）を達成しま

した。

また、平成15年3月末の国内本支店数は、平成14年

度中に161カ店の店舗統合を行った結果、平成14年3

月末比127カ店減少の437カ店となりました。これに

は、①旧わかしお銀行の店舗34カ店、②1カ所に2カ

店が併存する形態の共同店舗2カ店が含まれており、こ

れらを勘案いたしますと実質的な平成15年3月末の国

内本支店数は401カ店と計画値（401カ店）を達成し

ています。なお、2カ店の共同店舗は各々平成15年4月

に統合を終了しました。
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※わかしお銀行との合併による増加要因を控除しています。 

※旧わかしお銀行の店舗34カ店を控除しています。 
　また、共同店舗2カ店を勘案しています。 
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最新情報についてはホームページをご覧ください。

http://www.smfg.co.jp/library/rationalization/index.html
八鍬 武司


